
  

フォルマント

ケプストラム

反射係数



  

壁

発信 X(t) 受信 Z(t)

反射係数:α
　 （フォルマント）
遅延時間:τ

∑

Z(t)=X(t)+αX(t+τ)

ピッチ（声帯） 音声波形

問題：Z(t)からαが計算可能か？



  

フーリエ変換

X(t)    ≡    Ф(f)　として

Ф(f) (1+2αcos(πfτ + α2)

対数を取って

log {Ф(f)} +  2αcos(2πfτ)
↑ ↑
高周波 低周波



  



  



  

ケプストラムの計算方法

LPC 自己回帰モデル
周波数分解能：非常に高い
計算量：小
信頼性：低

20年ほど前，利用

FFT 周波数分解能：計測時間に依存
計算量：大
信頼性：高

現在，一般的に利用
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